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とができた｡ しかし, 大学はバリケード封鎖されており, 年末の12月にな
るまで授業は行われず, 自主講座的な催しが散発的に開催されているだけ





































な体系の構築へと吉本を導いた (宮本, 2011a：22431)｡ そして, 政治的
国家と社会的経済的国家という二重性において国家を把握する理論的視点


























































































































































































































































































































































































える制度の確立が進められたのである｡ そして, その中に, 官産民私の相
互連携と融合の発展を見ることができる｡
以上のように構想される社会システムにおいて, 行政を基軸とする政府




























































































1) 吉本隆明の著作群については宮本 (2011a) を参照されたい｡ 筆者と吉本
の著作との出会いについては宮本 (2011a) の序章で述べている｡





3) この間の事情を回顧しているのが吉本 (1995)｡ ただし, 70年代後半以降
の吉本もきわめて多産であり, 宮本 (2011a) の４章, ５章および９章など
で紹介している｡
4) 筆者が当時購読を始めた 『試行』 30号 (1970年５月) に ｢社会構成の歴史
と論理｣, 31号 (1970年12月) には ｢国家と社会の構造的関連｣ が掲載され
ていた｡ また, 1969年に滝村 (1977) の旧版, 1971年に滝村 (1974) の旧版
が刊行された｡




犯人側の要求 (獄中のテロリストや犯罪者の釈放と身代金) を丸呑みし, テ
ロに強硬な対応をとる国際的な方向性に逆行し批判された｡
7) この段落および次の段落で述べる社会形成論については宮本 (2009) の第
３講 ｢社会の形成｣ に詳しい｡
8) この段落および次の段落で述べる国民国家論については宮本 (2013) で提
示した｡














13) 戦後日本の現代社会論および管理社会論については宮本 (2009) の第20講
｢戦後日本の社会変動｣ が詳しい｡ なお, 管理社会論研究の指導的存在であっ
た庄司興吉の庄司 (1977) および同 (1989) も参照されたい｡
14) この段落および次の二つの段落で述べる高度近代化における民活民営化の
位置づけについては宮本 (2011b) で提示した｡
15) この点については宮本 (2009) の第21講の ｢１ 社会主義の崩壊とポスト
福祉国家の時代｣ を参照されたい｡
16) 多元的国家論についての明解な批判的解説を, 本稿第１節で紹介した滝村
隆一が滝村 (1974) 所収の ｢国家と社会の構造的連関｣ (初出は注４で紹介
した 『試行』 31号掲載論文) で行っていた｡
17) ホッブズやルソーについては今日に至るも多様な議論が展開され続けてい
る｡ たとえばホッブズについての最新の優れた成果に梅田 (2005) や梅田
(2010) がある｡
18) ヘーゲルの法哲学とそれに対するマルクスの批判的継承について, 吉本隆
明は1964年に発表したマルクス論 (｢マルクス紀行｣ および ｢マルクス伝｣)
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This paper seeks to create a hypothesis explaining the transformation of the
post-war Japanese state in line with the social changes taking place since 1945.
First, considering the reduced significance of theories of the state during the
1970s, I postulate that it was caused by a decline in the violence and centrality
of the Japanese state.
Second, confirming that in modern nation-states, the monopoly of legitimate
violence by the state and national integration based on social and cultural tra-
ditions are deeply connected, I show that the post-war Japanese state has been
restraining its use of violence in line with the progressive de-traditionalization
of the political system.
Third, clarifying that theories of the state in the early 1970s presupposed
the centrality of the state in spite of the actual decentering of the Japanese
state, I find that the position and role of the Japanese state in the high-modern
social system can be explained by a pluralistic theory of the state.
Keywords : post-war Japanese state, nation-state, de-traditionalization,
high-modernization, pluralistic theory of the state
